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～教育の力で佐野市を元気に～ 佐野市教育センターは皆さんの「やる気」と「不安」に応えます。

教育センターでは、ＩＣＴに関する新たな研修会

として「端末を活用した授業づくり研修会」を年間

2回（６・８月）実施します。６月の研修会では、

２６名の先生方が教科ごとのグループに分かれ、こ

れまでの活用事例やアイデアなどを互いに出し合い

ながら、端末を活用した授業の構想シートを作成し

ました。

授業において端末は、必ず使わなければならない

ものではありません。また、使えば使うほどよいと

いうものでもありません。活用のポイントは、授業

において端末を「どの部分で、どのように使うと効

果的か」ということです。そこで研修会では、次の

３つの視点で授業づくりを考えました。

参加の先生方からは、「どのように端末を使えば

よいか分からず困っていたので、具体的な活用方法

をたくさん知ることができてとても有意義な時間だ

った。」、「先輩の先生方の実践もお聞きすることが

でき、大変勉強になった。｣、「本日の研修で考えた

授業を実際に端末を使ってやってみようと思う。」

など、多くの感想をいただきました。お忙しい中、

研修に御参加いただきありがとうございました。

『端末を活用した授業づくりの視点に基づく実

践例 』 （出流原小、赤見小、西中）

今回のGIGA通信では、授業づくりの３つの視

点のうち２つの視点について、出流原小学校、赤見

小学校、西中学校での実践例を紹介いたします。

◇「主体的な学び」を意識した端末の活用

児童生徒が「主体的な学び」を実現できたとき、

次のような姿を多く見ることができます。

・学習への興味・関心を高めている。

・学習の見通しをもっている。

・学習していることを自分と結び付けている。

・学習に粘り強く取り組んでいる。

・学習したことを振り返って次へつなげている。

授業においては、特に「学習への興味・関心を高

めたい」場面で、１人１台端末の活用が有効です。

出流原小の先生は、５年生理科「天気の変化

（1）台風と気象情報」において、児童が台風によ

る被害を抑えるための対策を考える際、ロイロノー

トで次のような作業シートを作成しました。

作業シートによって、児童は学習の見通しをもつ

ことができ、教科書やインターネットで調べたり、

台風に関する様々な情報を分析したり、情報を通し

て自分自身のこれまでの台風に関わる見聞や体験を

想起したりしながら、被害を抑えるための対策を主

体的に考え、シートを

作成していました。児

童の姿からは、学習へ

の興味・関心が高まっ

ていることを感じまし

た。
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20－3048(相談専用)ｰ児童生徒１人１台端末の日常的な活用に向けて-

児童が考える際にもととなる

情報（ハザードマップ、アメ

ダス、台風の予想進路図な

ど）は、事前にロイロノート

の資料箱に保存。

台風によって起こる災害の

被害を抑えるための対策を

考えて、付箋に書く。

１．「主体的な学び」を意識した活用

２．「協働的な学び」を意識した活用

３．授業の効率化・先生の業務改善のための活用

考えのもとにする情報を資料箱

から選んで貼り付ける。
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西中の先生は、生徒が見通しをもって学習を進め

られるよう、単元の学習の流れを表にまとめ、「学

習の手引き」として1人1台端末で生徒に提示を

しています。

3年生社会科「私たちは現代社会にどう向き合っ

て生きていくか」では、「①身の周りにあるグロー

バル化、少子高齢化、情報化について」と「②グロ

ーバル化、少子高齢化、情報化それぞれのメリッ

ト・デメリッ

トについて」

という2つの

課題について

調べたり考え

たりしたこと

を整理する2

種類のシンキ

ングツールを

Jamboadに用

意しました。

生徒は、まず

個人で考えを

整理し、その

後グループや学級全体でそれぞれの考えを共有しま

した。シンキングツールを活用したり、必要に応じ

て教科書、インターネットなどでテーマについて調

べたりしながら、生徒は個別での学習に主体的に取

り組んでいました。

◇「協働的な学び」を意識した端末の活用

自分とは異なる価値観をもつ他者と情報を共有し

たり対話したりしながら共に学ぶ「協働的な学び」

を充実する上でも、1人1台端末の活用はとても有

効です。

赤見小の先生は、6年生国語「私たちにできるこ

と」において、意見文を書くための材料を集め、グ

ループで話し合って分類したり関係付けたりしなが

ら整理するという学習過程において、ロイロノート

の2種類のシンキングツールを効果的に組み合わせ

て活用しました。

児童は、まず、フィッシュボーンを活用して、自

分が取り組んでみたい身近な環境問題について４つ

の観点（現状、問題点、解決方法、願い）で整理を

しました。それをグループで発表し合い、自分の考

えを修正したり、新たな考えなどをシートに付け加

えたりしました。次にキャンディチャートを活用し、

フィッシュボーンでまとめた４つの観点のうち「解

決方法」と「願い」の部分を使って、グループで読

み手への提

案内容を考

えました。

谷先生は、

事前にグル

ープごとに

共有ノート

を準備して

いました。先

生の説明で

２つのシン

キングツー

ルの関係を

理解した児

童は、早速

自分たちの

フィッシュボーンを共有し、自分の意見を伝えたり

友達の書いた内容に質問したり、とても活発に話し

合いながら、キャンディチャートにグループで考え

た提案内容をまとめ

ていました。

↑ 課題①のシンキングツール

シンキングツール

を使って考えをま

とめる生徒

教科書やインタ

ーネットを使っ

て調べ、考えを

まとめる生徒

も。個々の生徒

が自分に合った

方法で学習を進

めていました。

↓シンキングツール①（フィッシュボーン）

↑ 課題②のシンキングツール

互いのシートを確認しながら協

働で１枚のキャンディチャート

を作成。

↑シンキングツール②（キャンディチャート）

グループごとに共有ノート

を準備。


